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	第３章では、情動行動やストレス応答の調節の高次中枢である前頭前野内側部のＩＬ (infralimbic region) とＰＬ (prelimbic region) の神経活動に対する嗅覚入力の影響を電気生理学的、行動科学的に解析した。自由行動下のラットにＴＭＴおよびみどりの香りを嗅がせた時にＩＬとＰＬで起こる神経活動変化を解析した。ＴＭＴを嗅がせた場合ＰＬの神経活動は匂い提示後大きな活性化（持続時間１５００ｍｓ）を示し、ＩＬでは一過的な（持続時間５００ｍｓ）活性化を示した。みどりの香りをかがせ...



